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は　じ　め　に
〜授業構想と教材・教具〜

静岡県ＮＩＥ推進協議会
会長　安倍　徹

　今年度の実践報告会は、新型コロナウィルスの感染状況を踏まえ、動画配信により
行われ、６校の実践指定校の教育実践が報告されました。本報告書に収められていま
すように、教育活動が制限される中でも、創意工夫に満ちた取り組みを展開していた
だき、まずもって、関係校の教職員の皆様に敬意を表し感謝を申し上げます。
　さて、６校の実践報告を視聴し、改めて「授業はどのように構想されていくのだろ
うか」ということを考えさせられました。そして、「授業を構想するに当たっては２
つの道（プロセス）があるのではないか」ということを感じました。
　ひとつは、授業のフレームや学習内容がある程度決まり、「それでは、どのような
教材・教具を学習内容に落としこんでいくか」というプロセスです。導入、展開、ま
とめのどこの場面で、どのような教材・教具をどのように登場させるのかということ
です。もちろん、主たる教材は教科書ではありますが、それを補ったり引き立たせた
り深めたり、時には取って代わったりする教材・教具の活用について検討するプロセ
スです。
　いまひとつは、日々の生活の中での偶然の出会いに、「これは、教材・教具として
使えるのではないか」から始まる授業構想のプロセスです。それは、間近に控えてい
る授業についてだけではなく、次学期や次学年の学習単元に関係するもの、時には既
に行った授業に関係するものであるかもしれません。あるいは、どこの学習単元でど
のように取り扱うかまでは具体的には分からず、漠然としながらも教員としての経験
や勘による「使えるのではないか」という出会いかもしれません。
　このような授業構想における教材・教具の一つとして、新聞から得られる情報や紙
媒体としての新聞は心強い支援者になってくれるものと思っています。新聞には、時
を経ても変わらないもの色あせないもの、時々刻々更新されるものなど多種多様な情
報が散りばめられています。信頼できる情報源として、具体的な授業へのヒントをた
くさんもたらしてくれるでしょう。
　本報告書には、以上述べたような視点で様々な授業実践が紹介されており、各学校
で教育活動を展開されるに当たり、活用していただけるものと思っています。
　むすびに、本報告書の作成に当たり、御理解・御協力いただきました関係者の皆様
に感謝申し上げます。ありがとうございました。



− 2 −

目　　　次

◆「読み取る力を育む」　〜「全員」がいつも取り組むＮＩＥ教育〜
	 小山町立小山中学校	 鳥　越　　　諒………　3

◆新聞の一生を見てみよう
	 浜松市立城北小学校	 稲　田　晴　彦………　7

◆いつでも、どこでも、新聞がある生活
	 三島市立南中学校	 市　川　武　久………11

◆新聞とのかかわりを通したＮＩＥへの取り組み
	 静岡市立大河内小中学校	 山　内　俊　治………15

◆生徒と社会を繋げ、学校目標「大志・共生・挑戦」の達成を目指すＮＩＥ教育
	 掛川市立桜が丘中学校	 石　神　克　海………19

◆ＮＩＥによる主体的・対話的な学び　〜新聞を知ろう　新聞を楽しもう〜
	 静岡県立清水特別支援学校	 松　原　悠　馬………24



− 2 − − 3 −

に目を向け、「何が起きているのか」問題意識を
持つ必要があると考え、主体的にＮＩＥ教育に取
り組むことで、この目標に大きく貢献できるので
はと考えた。
　また、新聞を使った言語活動として、様々な記
事について調べ、知ったことや発見したことを伝
える活動を通して情報活用能力や情報を読み解く
力を身に付けたいと考えた。その結果、本校の教
育目標である「主体的に粘り強く考え、課題解決
する生徒」の育成を目指すことができるのではな
いかと考え、実践を行った。

２　実践内容

　本校が行った取組は以下の通りである。教員の
誰か一部に負担が集中することのないように行っ
た。また、生徒が主体的に取り組めるように、職
員は生徒を支援することを重点に行った。

（１）ＮＩＥタイム（週に１回朝読書の時間）
（２）SDGs ×ＮＩＥ（総合的な学習の時間）
（３）ＮＩＥコーナーの設置（階段踊り場）
（４）スピーチ（帰りの会）
（５）「しずおか新聞感想文コンクール」参加
（６）新聞記者の出前講座

（１）ＮＩＥタイム（週に１回朝読書の時間）

〈スクラップノートの記録をする様子〉

１　はじめに

（１）本校の紹介
　本校は、静岡県東部地区にあり、神奈川県との
県境に位置している。各学年２学級、特別支援学
級が２学級の計８学級、全校生徒２０５人という小
規模校である。３つの小学校から集まるが、どの
小学校も小規模であり、ほとんどの子供たちは幼
いころから同じ環境で育ってきている。そのた
め、学年間の壁が比較的低く、異学年交流が活発
であるという特徴がある。ＮＩＥ教育に取り組む
際にも、この特徴は生かされ、学校全体で足並み
をそろえて活動できた。

（２）実践にあたり

　本校生徒の情報処理能力や情報収集の情報源に
ついて把握するために、全校生徒を対象にアン
ケートを行った。グラフから、生徒は情報を得る
手段として、テレビが５８％、インターネットが
３８％と、この二つが生徒たちの主流となってい
る現状が分かる。ＮＩＥ教育がスタートする前の
段階では、新聞に触れる機会も少なく、テレビや
インターネットで流れてくる情報をただうのみに
している生徒がほとんどであった。

　次に、本校では、グランドデザインの中で「SDGs
への意欲的な取り組み」を掲げている。主に総合
的な学習の時間を活用し、「持続可能な開発目標」
への理解を深め、それぞれが未来に目を向けた課
題を見つけ、それに対する行動宣言をすることを
目標としている。そのために、地域や自国、世界

「読み取る力を育む」
〜「全員」がいつも取り組むＮＩＥ教育〜

小山町立小山中学校　　鳥越　　諒
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（２）SDGs × NIE（総合的な学習の時間）

〈総合学習の中の異学年交流の様子〉

　ＮＩＥタイムで作成したスクラップノートをも
とに、総合的な学習の時間を使い異学年交流とし
て、全校でノートを交換し、意見の交換を行った。
　自分の知らなかったことや、他の生徒の意見を
読むことで、興味のあることだけを見ていては気
づくことが出来ない多様な情報を発見している生
徒が多く見られた。

（３）ＮＩＥコーナーの設置

〈階段踊り場に設置したＮＩＥコーナー〉

　校内にＮＩＥコーナーの設置を行った。複数紙
の一面を貼り内容を比較することで、新聞によっ
て重点的に取り上げるニュースや表現の違い等に
興味を抱くことを目的とした。放課後、広報委員
の協力のもと、その日の新聞各紙の一面を生徒
が目にしやすい階段の踊り場に貼り、SDGs に関
連した記事があればマグネットを貼るようにし
た。広報委員自身も記事を読みながら、「これは
SDGs じゃないか？」と考え、主体的に取り組む
様子が見られた。
　登校時や下校時に、足を止めて読む生徒が多く

　毎週水曜日に朝読書の時間を「ＮＩＥタイム」
と呼び、全校生徒が新聞に触れる時間を確保し
た。ただ読むだけではなく、新聞記事の中から興
味のある記事を切り抜き、Ａ４サイズのスクラッ
プノートに貼り記録を積み上げていった。新聞社
名、新聞の日付を明記するよう指導し、記事の中
で読み取った大事なところに線を引いたり、記事
の感想を書いたりするように支援を行った。

〈生徒のスクラップノートの様子〉

　始めは、興味のある記事やテレビでも大きく取
り上げている記事について取り上げる生徒が多く
見られた。しかし、全校で SDGs に取り組んでい
ることもあり、自ら環境問題やエネルギー問題に
関心を持ち、記録を残す生徒が多く現れた。記事
を読んだことで、「私は今後○○していきたい」
など、持続可能な社会の実現に向けて今後の未来
を見据えた意見を残すようになり、広い視野を持
つことができるようになっていく様子が見られ
た。令和３年度入学の１年生も「SDGs って何だ
ろう？」といったところのスタートだったが、女
性の政治参画についての記事から、「５　ジェン
ダー平等を実現しよう」に結び付く記事を見つけ
たり、「これも関係があるのではないか」と、記
事について関心を示したりしている生徒も見られ
た。
　新聞によっては、SDGs のロゴマークが記載さ
れており、生徒が見つけやすく、気になって読む
ことができるため、本校の取組に非常に大きな効
果を発揮することができた。
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取り入れる授業が多く見られた。

〈ＳＮＳ誹謗中傷についての記事〉

　上図写真の授業では SNS の中傷被害の記事に
ついて生徒が考え、匿名であることの利点や欠点
について自分の考えをまとめる様子が見られた。
リアルタイムで実際に起きていることを資料とし
て活用することで、生徒の関心はとても高いもの
となった。

〈オリンピック開催についての記事〉

　次の写真は、令和３年度の五輪開催の是非につ
いて、選手の意見が掲載された記事についての授
業である。新型コロナウィルス感染症の拡大を危
惧する声もあれば、努力してきた選手たちに活躍
の舞台をあげたいなどと、様々な意見が飛び交う
授業となった。ただ、「あなたの意見はどうです
か」と進めるのではなく、新聞記事に掲載された
選手の気持ちを、活字を通して読むことで、自分
の考えを深める様子が見られた。

見られ、特に地域に関連した記事は高い関心を
もって読んでいた。また、生徒だけでなく教職員
も足を止めて記事に注目し、記事について生徒と
会話を交えながら共有することができた。
　生徒の振り返りからは、「家で取っている新聞
の種類とまた別の新聞だと書いてあることが違っ
て面白い」と、新聞の種類による表現の違いに関
心を持っている様子が見られた。

（４）スピーチ（帰りの会）
　興味のある新聞記事を切り取ってスピーチ原稿
用紙に貼り、新聞の内容と、それについての自分
の感想を書き、各学級朝の会や帰りの会に設けた
時間に一日一人ずつスピーチを行った。順番は学
級裁量とし、発表した後は、教室に掲示した。
　自分自身は興味がなく見ることのない記事に
も、級友が選んだ記事については真剣に聞く様子
が見られた。

（５）「しずおか新聞感想文コンクール」参加
　夏休みの課題として、全校生徒が参加した。夏
季休業中であっても、新聞に触れる機会を持てる
ように、全校一斉にコンクール応募感想文を仕上
げ、２学期の始業時に提出するようにした。その
中から各担任で選出し、５０名程度の作品を静岡
新聞社に郵送した。令和２年度には、県内多数の
応募の中、４名の生徒が奨励賞に選ばれた。

（６）新聞記者の出前講座
　昨年度、全校を対象に「新聞について知ること
で、今まで難しいと思っていた新聞への抵抗感を
和らげ、新聞への興味・関心を高める」ことを目
的に、「新聞読み方講座」を行った。生徒の手元
に新聞が渡ると、すぐに関心のある記事を読んだ
り、隣の生徒と記事について話をしたりする様子
が見られた。生徒の振り返りからは、「新聞記事
の読み方や、新聞のよさを知ることができた」と
あった。
　また、今後の新聞の「在り方」についても話を
伺うこともでき、情報をどのように精査していく
のかを考えている生徒の様子も見られた。

（７）授業での実践
　以下の授業実践は、教師が自主的に授業に新聞
記事を取り入れたものである。道徳に新聞記事を
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とする意見も多く見られた。
　今回のＮＩＥ教育により、地域社会を含め、国
内や世界の出来事に対しての生徒の関心が高まっ
たことを実感した。世界規模で取り組んでいる
SDGs に非常に有効な点だけでなく、他教科でも
自分の興味・関心・疑問をもつための、「根拠」
や「背景」になりうると実感した。
　たとえ短い時間でも、定期的に新聞を読む機会
があることで、様々なことを知る「きっかけ」と
して非常に有効であることが今回の実践で分かっ
た。

（２）課　題
　課題としては、本校では半数を超える家庭が新
聞を取っていないため、この実践がスタートした
段階で、新聞紙を生徒人数分用意することは困難
であった。実践指定校のため、毎日新聞が届くが、
家庭や職員の協力がなければ、実施できなかった
ことである。

４　成果と課題

（１）成　果

・これからの生活の中で地球に良い行動をして
いこうと思ったこと。一人の意識や行動では
SDGs の問題解決はできないと思った。地球
に住んでいる人一人一人の意識を変えて環境
を守る行動、ジェンダー平等への理解、自分
と違う環境にいる人への理解を深めていくこ
とがこの問題を解決するために最低限必要な
ことだと思った。
・SDGs について考えることができた。静岡な
どの再生可能エネルギーへの取り組みがなん
となく分かった。

　全校生徒を対象に「ＮＩＥ教育で学んだことは
なにか？」を聞いたところ、SDGs に関する回答
がとても多く、また細かな意見を書く生徒が多く
いた。本校が目的としていた「SDGs への意欲的
な取組」に対しては、非常に効果的であったと考
えられる。

・自分はあまり政治に興味がなかったのですが
新聞を読んでから少しでも知りたいと思った。
・日本が今どういう状況か、日本と外国の関わ
り、外国で起こっていることがどのように日
本に影響があるのか。
・世界での出来事、解決すべき出来事などが知
れた。テレビのニュースよりも事細かに情報
が書かれているので、自分の知識が増えた。

　SDGs だけでなく、これまであまり気付くこと
ができなかった、地域、社会の動きについて新た
な発見をしている生徒も多く見られた。新型コロ
ナウィルスや、オリンピック等様々なことが起き
た中で、より深い真実を求めたいという探究心を
育むことに大きく役立ったと実感している。

・テレビより詳しく書いてあるので、情報が得
られる。ネットやテレビでしかニュースを見
ないので、詳しいことが分かった。
・文字で見て、情報を得ることで記憶に残る。
世界、日本のことについて知れた。それぞれ
の分野の新聞があることが分かった。

　文字が与える情報を、映像や画像だけに頼るの
ではなく、自分で読み解いて、処理し活用しよう
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２．実践内容

（１）テーマについて
	 　今回ＮＩＥの指定を受けてからテーマを決め
るまでに一番悩んだことは、これまで数多くの
学校や先生方が、様々な成果を積み上げてこら
れている中で、新たな実践を見つけ出せるかと
いうことであった。授業での有効活用や学校全
体で取り組んだ実践、新聞を使ったイベントや
遊びなど、どれもすばらしい実践ばかりで新た
な実践を見つけ出すことができなかった。
	 　そこで改めて振り返ってみると、自分自身も
幼いときから小学生新聞を読み始め、今でも毎
朝新聞を読むことを楽しみにしている。ただ、
新聞は読むだけではなく、野菜を保存するため
に包んだり、新聞が入っていた袋をゴミ入れに
使ったりと様々な使い方をしている。そこで、
新聞の魅力とは何かと考えたときに思い付いた
実践が、総合的な学習の時間を活用して取り組
んだ、「新聞の一生」である。

（２）「新聞の始まり」記事の書き方や見方について
	 　まずは新聞ができるまでに焦点を当てて、記
事の書き方や見方について学習を始めた。子供
たちの中には新聞を取っていない家庭もあるの
で、図書室に置いている中日新聞の「中日こど
もウィークリー」に加え、静岡新聞の「週刊Ｙ
ＯＭＯっと静岡」を学級文庫の棚に毎週置いて
自由に読めるようにした。

１．はじめに
　本校は、三方原台地の端に位置している。縄文
時代の遺跡が見つかったり、古墳が残っていたり
するなど、古くから長い歴史をもつ地域である。
また、徳川家康が浜松にいた頃、武田信玄と三方
原において合戦が起き、敗れた武士達が三方原か
ら浜松城に逃げ帰った。その武士達が逃げ帰る時
に通った所の一部が本校の学区である。そのた
め、かつて学区には途中で命を落としてしまった
武士を弔うために、小さな塚がいくつか築かれて
いたようである。それらを地域の篤志家が一つに
まとめた「元亀霊神」が、通学路の途中に祀られ
ている。このように、様々な歴史を感じることが
できる地域だが、今は住宅地となり、近くには高
校や大学、新しい図書館が建てられるなど文教地
区となっている。
　さて、本校は２０１９年度からＮＩＥ教育実践指定
校として実践を積んできた。初年度は例年と変わ
らない教育課程を実践することができたが、２年
目からは新型コロナウイルスの影響で、今まで当
たり前だった教育活動に制限がかかってしまっ
た。みんなで話し合う活動や、講師の方を招いて
講演をしていただくことなどができなくなってし
まった。そこで、今回の実践発表の内容について
は、１年目の４年１組での実践を中心に報告した
い。また、個別に取り組んだ２年目と３年目の実
践を報告したい。

新聞の一生を見てみよう
浜松市立城北小学校　　稲田　晴彦
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た。配達の方法については、普段使われている
特別な順路記号を使った地図を用意していただ
き、子供たちはその地図を使って配達先を考え
た。

	 　見慣れない地図ではあったが、届け先が分か
りやすく表現できることに気付き、配達の工夫
を知ることができた。質問コーナーでは、児童
から「配達中に気を付けていることは何です
か」と質問が出た。清水様から配達は早朝に行
われるので、交通事故には十分注意しているこ
と、また、防犯の視点を忘れずに、それぞれの
家を見守ることも意識されていると説明してい
ただいた。新聞だけを配達するのではなく、地
域の防犯にも一役買っていることに気付かされ
た。

（４）新聞記事の活用について
	 　新聞の配達を学習したので、実際に新聞を授
業で活用した。例えば、社会科の「くらしを守
る」の学習では、新聞に掲載されていた火事の
記事を取り上げ、単元の導入として利用した。
また、総合的な学習の時間には、前回新聞配達
で学んだ防犯の視点と関連する新聞記事を取り
上げ、他の地域でも同じような実践がされてい
ることを学んだ。

（５）新聞の再利用について
	 　社会科「ごみのしょりと利用」で、新聞紙が
再利用されていることを学んだ。また、古紙と
して再利用されている以外に、どのように有効
利用されているか調べた。家族にも協力してい
ただき、新聞を活用している事例を集めた。学
校では、図工の材料になったり、書写の毛筆の
時に机に敷いたりするなど、様々な場面で活用
されていることに気付いた。また、家庭では野
菜を保存するために包んでいたり、靴を乾燥さ
せるときに靴の中に詰めて湿気を取ったりする

	 　すると、これまで本を読んでいた児童が、新
聞を手に取るようになり、少しずつ子供と新聞
との距離が縮まったように感じた。そして、授
業では新聞の読み方を学習するため、講師を中
日新聞社員の山崎章成様に依頼して「新聞記事
の書き方、見方」の学習をした。

	 　ネット情報と新聞記事の違いを学習したり、
一つの記事を例に挙げて見出しを考えたりする
活動をした。ネットの記事については、チェッ
ク機能が働いていないため確かな情報が伝わら
ないこともあるが、新聞記事は複数でしっかり
見直しチェック機能が働いているので、確かな
情報が多いことを教えていただいた。子供たち
は新聞記事がどのように書かれているかを理解
し、さらに５Ｗ１Ｈを意識して、新聞記事を読
み取る自信がついたようである。

（３）新聞配達について
	 　次に新聞ができてから、各戸に配達されるま
でのことを学習した。

	 　講師として、本校の学校支援コーディネー
ターでもある清水新聞店店長清水裕人様と中日
新聞記者山崎謙一様に来ていただき、印刷工場
からの配送と各家への配達の話を聞いた。まず
は山崎様から、パワーポイントの画像と一緒
に、記事ができてから印刷するまでの過程をく
わしく説明していただいた。そして、清水様か
らは配達の仕方や配達中のエピソードを聞い

新聞の一生を見てみよう
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（２）新聞紙を使った遊び
	 　６年生の学年イベントで、新聞とセロファン
テープだけを使って一番高い塔を作るゲームを
行った。子供たちは最初、折りたたんだりくしゃ
くしゃにしたりして高さを出そうとしていた
が、そのうち丸めて強度を出すことに気付き、
工夫しながら高さを出していった。班の仲間と
協力しながら作業を進めていく姿が見られた。
ゲームが終わった後は、セロファンテープと新
聞をきれいに分別し、セロファンテープはゴミ
袋に、残った新聞紙はきれいにたたんで資源物
回収に出せるようにした。塔を作成する時間よ
りも、片付けの方が時間がかかってしまった。

（３）新聞紙を使った清掃
	 　６年生が大そうじをするときに、新聞紙を活
用して清掃を行った。６年間お世話になった校
舎を清掃することになり、子供たちが掃除の仕
方をネットで検索すると、新聞紙を使った窓ふ
きが見つかった。早速学校に届いていた新聞紙
を使って清掃をしてみると、想像以上に汚れが
落ちた。手軽に掃除ができ、好評であった。

などの活用法が出てきた。子供たちは、新聞は
単に記事を読むだけではなく、生活の中で様々
な用途に有効に活用されていることを改めて実
感することができたようである。

（６）まとめ
	 　これまで学んできた「新聞の一生」について
大きな新聞（模造紙）にまとめた。ただ、ちょ
うどまとめの段階で新型コロナウイルスの感染
拡大により休校に入ってしまった。そのため、
とりあえず完成はしたが、残念ながら仕上げや
見直しをする時間が無くなってしまったため、
完成度が低い物になってしまった。

	 　しかし、今回の実践を通じて新聞をより身近
に感じられることができ、新聞の活用について
理解が広まった。また、新聞に携わる方々のお
話を聞くことができて、多くの人達の努力に
より新聞が届けられることに気付いたようであ
る。

３　その他の活用

（１）放送委員会による活用
	 　新聞が届いていた期間中、朝の放送で放送委
員が天気予報を伝えた。新聞の天気予報欄を見
て、前の日の気温と当日の気温の予報を比べ、
全校児童に衣服の調整などを呼びかけた。新聞
によっては、地域の前日と当日の気温の変化を
くわしく掲載してある紙もあり、子供たちだけ
で情報を読み取って活用することができた。

新聞の一生を見てみよう
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４　まとめ

（１）成　果
	 　今回の実践では、少しでも子供たちに新聞を
身近に感じてもらうことをねらいとしてきた。
新聞は単なる情報収集の一つの手段だけではな
く、人々の生活と深い結びつきがあることに気
付かせたかった。実践を振り返ってみると、新
聞と関わる方々に直接話を聞いたり、新聞を活
用した体験をしたりすることができた。そのた
め、子供たちと少し距離があった新聞が、身近
なものになったと感じる。
	 　また、新聞がいつもより種類が多く届いたた
め先生方の新聞への意識も高まり、様々な実践
が行われた。今回紹介しきれなかったが、授業
の中で活用したり、資料として活用したりして
いただいた。新聞は教材の一つとして重要な物
であると改めて感じた。

（２）課　題
	 　今回の実践で、新聞の効果的な活用や新聞を
身近に感じることについて追究することはでき
たが、子供たちが自ら新聞を手にとって活用し
ようとするまでは到達できなかったと思う。「家
でも新聞を読みたい」とまで身近に感じられる
ように、今後も新聞を使った実践を積み重ねて
いきたいと思う。そのためには、より効果的で、
新聞の魅力を感じられる活用を追究し続けてい
きたい。

（４）新聞広告を使った産地調べ
	 　５年生が「わたしたちの生活と食料生産」の
学習で、我が国の食料生産の現状を把握するた
めに、新聞広告を使って産地調べを行った。広
告から産地を読み取っていくと、それぞれの地
域の特色をつかむことができた。北海道産の農
作物が多いことと、輸送の関係で静岡県産が多
いことに気付いた。また、それぞれの地域の特
性を生かして農作物が作られていることも読み
取ることができた。

（５）オリ・パラと関連した取組
	 　６年生のボランティアを募って、オリ・パラ
の記事を集めた。本校は、2019 年から「オリ
ンピック・パラリンピック・ムーブメント全国
展開事業」に参加していて、これまでにボッ
チャや車いす、ブラインドサッカーの体験をし
たり、オリ・パラコーナーを作成して資料を展
示したりしてきた。そこで、今回の取組のまと
めとして、オリ・パラ期間中の新聞から関連記
事を見つけて切り抜き、それぞれパネルにまと
めた。６年生からボランティアを募って活動に
取り組み、子供たちはオリ・パラをより身近に
感じることができたようである。新聞記事は、
まず見出しで関連記事を見つけることができ、
文章を読めば大体がつかめるので、パネルにま
とめやすかったようである。

新聞の一生を見てみよう
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	 　１年目の後期、いくつかの記事が組み合わ
さった記事を枠ごと、切り取って掲示した。こ
れは、前期で養った記事の文字を追う力をさら
に向上させて、次の記事に目を移すことができ
るようにするためである。

	 　２年目は、新聞をそのまま、校舎２階のソ
ファ、３階の書架、４階の机、全教室の教卓に
平置きした。これは、これまで養ってきた新聞
を見る力を発揮できるようにするためである。

（２）静岡新聞社から講師招聘
	 　静岡新聞社から講師を迎え、２年生全員に「新
聞の作り方」を教授していただいた。
	 　大見出しの作り方、横書きと縦書きの違い、
記事の構成の仕方など、読み手の立場になって
新聞を作ることが肝要である。

１．はじめに

　近年、ＩＣＴが急激に進み、子どもたちは端末
からいつでもどこでも情報を入手できる。当校の
生徒は、令和３年２月、三島市から全生徒にタブ
レット型ＰＣが配付され、学校内では授業や諸活
動で使用し、家庭にも持ち帰って学習活動に使用
している。また、各家庭における新聞の購読率は、
保護者の年齢が下がるにつれて下落し、３０歳代
の保護者のほとんどはスマートフォンから情報を
得ている。
　しかしながら、端末からの情報を新聞代わりに
すると、情報は過多のうえ、表示される順位も人
気順位や検索回数順になっているため、生徒はど
れが重要な情報で、また、どれを信用してよいの
かがわからず、情報の選択能力、活用能力、情報
モラルの習得が必要になっている。
　そこで、新聞の特徴である、① 54.6ｃｍ× 40.6ｃｍ
の中に人の目の動きを考えた構成で記事が配置さ
れている、②記者によって取材された信頼性のあ
る内容である、③要約されたわかりやすい文章で
ある、という三点を、授業を中心にした学校教育
活動の中で利用すれば、生徒に真の情報リテラ
シーが身に付くものと考え、主題を「いつでも、
どこでも、新聞がある生活」に設定し、研究する
ことにした。

２．実践の概要

（１）新聞を効果的に掲示
	 　１年目の前期、ＮＩＥのおかげで、毎日約５
社の新聞が届くので、これらから目に付く記事
を切り取って掲示した。これは、新聞になじみ
のない生徒が、記事の目の留め方、記事が決し
て一つの四角形の中に収まっていないことに気
づくようにするためである。

いつでも、どこでも、新聞がある生活
三島市立南中学校　　市川　武久
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いつでも、どこでも、新聞がある生活

	 イ　３年国語：新聞の記事を要約
	 　３年生の国語の授業で、新聞記事を読み込み、
その内容を分析して要点を抜き出し、さらに要
約して相手に伝えるという活動をした。これは、
生徒が自分の考えをまとめる際、要領を得ない
文章であったり、要点がまとまっていない話し
方であったりしていたためである。
	 　この活動によって、生徒はまず、記者が読者
に伝えたいコアを抜き出し、それを強調するた
めの形容詞を見いだした。また、時間、場所、
状況に関係する以外の内容を削除し、骨子だけ
を組み立ててから、取っておいたコアを挿入し
て要約文を作ることができた。生徒は、記者が
作った文章が、最初からいかに要約されたもの
であったか、また、取材をしながら作文する能
力に驚かされた。

（４）社　会
	 ア　２年社会：九州地方を収集
	 　２年生の社会科の地理分野で九州地方を扱っ
た際に、新聞記事から関係する記事を切り出し、
九州の自然環境について学んだ。これは、当時、
九州地方が豪雨によって被害がもたらされ、各
社が報道していたため、火山灰と水害を学ぶタ
イムリーな教材であった。

	 　社会科や総合学習で新聞を編集する際、今回
の受講で得た知識と技能は大きな礎になった。

（３）国　語
	 ア　２年国語：地方紙と全国紙を比較
	 　２年生の国語の授業で、東京オリンピックの
ボランティアの辞退者について、地方紙（静岡
新聞）と全国紙（読売新聞）に記載されている
文章を比較した。これは、生徒が事実は一つで
あっても、記者の書き方によって、読み手の印
象が違うことに気づくためである。また、地方
紙と全国紙の書き方の違いに、背景が影響して
いることにも気づくようにした。
	 　この活動によって、生徒は、静岡新聞は単に
辞退者１万人を掲載していたのに対し、読売新
聞は専門家の意見も掲載していることを見いだ
した。そして、読者として受ける印象の違いに
ついて、静岡新聞の場合は、辞退者 1万人が多
いか少ないかの判断は読者に任されているのに
対し、読売新聞の場合は、専門家の意見が感染
拡大を懸念する内容なので、読者は辞退者 1万
人の原因と結びつけて考えざるを得ない状況に
追い込まれてしまい、最初からオリンピックの
開催は反対を表に出しているような表現であっ
たという考えをまとめることができた。
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（５）その他の教科
	 ア　1年数学：統計単元で活用
	 　１年生数学の授業の統計単元で、各社の新聞
からいろいろな用途で使われている様々なグラ
フを抽出した。これは、統計で学んだ棒グラフ
や円グラフが、実際に新聞ではどのようなデー
タを読者に伝えるときに、どのグラフを使って
いるのかを調べるためである。
	 　この活動によって、生徒は、新型コロナの毎
日の件数を比較させるときは棒グラフ、経済状
態の状況を種類別にあらわすときは円グラフ、
これまでの死亡者の人数を知らせるときには累
積グラフを使っていることを実感することがで
きた。

	 イ　３年英語：英語新聞を翻訳
	 　３年生の英語の授業で、ＮＩＥで提供された
英語新聞 [Japn	News] を教材に翻訳作業を行っ
た。
	 　これは、授業で学んだ文体が、実際の新聞で
はどのように使われているのかを確認するとと
もに、生徒自らが英語力を試すためでもある。
	 　この活動によって、生徒は、実際の新聞では
文体が様々で、強調したい内容を文頭にもって
きて、その後、that や then などを使って続け
るなど、不規則であることを知ることができた。
また、３年生までに習った単語がたくさんあり、
知らない単語も分解すれば予想がつくことを実
感した。

	 　この活動によって、生徒は、内容は同じであっ
ても、見出しがそれぞれ違い、読み手を引き込
むテクニックがあることを実感した。また、各
社のたくさんの事実に基づいた記事を読むこと
で、九州地方の崩れやすく浸み込み易い土質、
入り組んだ海岸線と多くの島々、黒潮が衝突す
る海流、台風の通り道などを、教科書に照らし
合わせながら学ぶことができた。

	 イ　３年社会：戦前の記事を活用
	 　３年生社会の授業の歴史分野で日中戦争の新
聞記事をデータ化し、生徒一人一人に配布して
ある端末上で取り上げた。これは、新聞記事が
どんな時代であっても、世論に多大な影響を与
えるツールであることを生徒が理解するためで
ある。
	 　この活動によって、生徒は新聞が事実と違う
ことを掲載すると、世論が傾いてしまうことを
知った。また、改めて新聞力の強さを知るとと
もに、雑誌とは違って社会に責任ある行動を取
る義務があること、偏った思想の影響を受けて
はいけないことを学んだ。そして、何よりも当
時の戦争の記事から、戦争を全否定していない
表現に２１世紀の現代との価値観の違いを感じ
ることができた。
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	 　さらに、オープンスペースのソファには生徒
が集まり、新聞の社説について自分の意見を主
張すると、他の生徒が意見を述べて価値観の違
いを楽しむ光景が見られるようになった。

	 イ　課　題
	 　1 人 1 端末と新聞の関係を対立させるのでは
なく、端末の長所（早い , 見やすい , 投稿できる）
と、新聞の長所（強調したい記事、一面にいく
つか情報を表示）を融合させていきたい。

３．成果と課題

	 ア　成　果
	 　冒頭に示した新聞の３つの特徴を、授業を中
心にした学校教育活動の中で利用することに
よって、生徒には情報リテラシーを身に付け、
日常生活の中で主題の「いつでも、どこでも、
新聞がある生活」が実現した。
	 　生徒には、廊下の掲示板に新聞の特ダネを掲
示すれば、興味深く、正しく文字を追って閲覧
する習慣が身についてきた。

	 　また、全教室に毎日、静岡新聞を配布するよ
うにしたので、休み時間になると教卓に生徒が
集まり、地方紙ならではの情報を、しっかりと
した見識で、その日のニュースを閲覧するよう
になった。
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	 　壁には資料２のように新聞のスクラップコー
ナーを作り、担当教員が作成した掲示物を掲示
した。主に、児童・生徒の関心がありそうな内
容や学校行事とかかわりの深い内容のものを扱
い、関心を引くようにした。

（資料１）中学部共通スペースの NIE コーナー

（資料２）担当教員の作成した掲示物

	 　また、前の月までの新聞は新聞社ごとにまと
め、別室にアーカイブとして保管し、こちらも
同様にいつでも閲覧可能な状態にすることで、
過去の新聞であっても利用しやすいようにし
た。
	 　その他にも小中それぞれの職員室前などの掲
示板には、学校が紹介された新聞記事を掲示す
ることで、自然と新聞に目が行くような環境作
りを行い、少しでも新聞を身近なものとして感
じ、かかわれるような工夫を学校全体として心
がけた。

１．はじめに

　本校は、静岡市の市街地から自動車で 40 分ほ
ど北上した山間にある小学校と中学校が統合した
小中一貫校である。中学部の職員が小学部に教科
担任として授業に行き、児童・生徒の成長を 9年
間で捉えやすい環境にある。小学部に 13 人、中
学部に6人の計19人の児童・生徒が在学している。

２．本校の実態

　本校では、令和 2年度から「人・もの・ことと
かかわり深まる授業」を研修のテーマとして取り
組んでいる。ＮＩＥに取り組むにあたって、新聞
を「もの」の 1つと位置付けることとした。その
際に、「ＮＩＥ＝新聞ありき」ではなく、あくまで
も様々なツールの選択肢のうちの 1つとして新聞
を捉えるようにすることを共通認識としてもった。
　また、本校の児童・生徒の家庭では多くの家で
新聞を購読しておらず（購読中：中学部 5世帯中
１世帯、小学部８世帯中４世帯）、「家で新聞を読
む」という児童・生徒はほとんどいない状態であっ
た。

３．実践内容

（１）学校全体としての取り組み
	 　資料１のように基本的な新聞の置き場所を中
学部が朝の会や帰りの会を全学年そろって行っ
ていた共有スペースに設定し、誰でも自由に新
聞とかかわれる環境を整えた。特定のクラスで
はなく共有スペースに設置することで、いつで
も、誰でも新聞とかかわることができると考え
た。基本的には学校で購読している静岡新聞に
加え、送られてくる新聞の当日分と前日分を新
聞社ごとに分け、新聞ラックに保管した。また、
その月の新聞も新聞社ごとにまとめ、ＮＩＥコー
ナーに設置し、閲覧できるようにした。

新聞とのかかわりを通したＮＩＥへの取り組み
静岡市立大河内小中学校　　山内　俊治
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ち、関連する新聞記事を継続的に読むという変
化が見られた。また、感想の中にも「山地に住
む僕にとっては」といった自分の身に置き換え
た姿が見られるようになった。

（資料４）令和 3 年 6 年～ 7 月の生徒の記録用紙

　②授業での新聞の活用
　　実践例Ⅰ
　　　「見出しから受ける印象の差について」

（中学 3年社会科）
	 　この実践では、見出しの印象によって自分が
受ける印象や行動の変化を考えることを目的と
した。
	 　同時期に届いた 3社の新聞の内閣支持率の差
を見て、同じものごとを扱っているのに新聞社
ごとに違いがあることを提示した。「他の見出
しでも差が出るのだろうか」という疑問に対し
て、県知事選挙と衆議院議員選挙の事前の予想
や世論調査についての見出しを見せた。すると、
「○○氏有利」や「△△党議席減」といった見
出しを見ることで、一種の「強迫観念」のよう
なものを感じ、自分の投票行動に変化が出そう
であるという意見が出た。新聞から受ける影響
を感じているところで、自分たちが見ていたも
のは「記事」ではなく「見出し」であることや
「公約」や「政策」でないことを確認した。自
分たちが選挙とかかわるときに、本来判断の基
準になるはずの「公約」や「政策」を見ずに投
票行動を決めていいのか、考えるきっかけと
なった。

（２）中学部での実践
　①週に１回程度のＮＩＥの時間

	 　毎週水曜日に朝の活動として、各自ＮＩＥコー
ナーから新聞を持ってきて、自分の興味・関心
のある記事を読むようにした。読んだ記事の要
約や感想を記録し、ストックすることで、後で
振り返ることも可能なようにした。始めた当初
は、１面の記事やスポーツ欄の記事のように、
元々興味があるものや目につきやすいもの、新
聞以外のメディアでも大きく取り上げられてい
るものから選ぶ様子が見られた。そこで、教師
側から記事を指定したり、コメントを入れて他
の記事への関心をもたせる活動を行ったりする
ことで選ぶ記事に変化が見られるようになっ
た。

（資料３）令和 3 年 2 ～ 3 月の生徒の記録用紙

	 　資料３の生徒は外部活動として、野球に参加
していることもあり、野球の記事を多く選んで
いた。また感想も「すごいと思った」や「楽し
みです」といったもので、内容に触れるような
ものではなかった。
	 　しかし、半年ほど継続していくことで選ぶ新
聞記事の内容に変化が見られるようになった。
資料４は資料 3と同じ生徒の記録であるが、令
和 3年の 6 ～ 7 月にかけて書いたものである。
それまでは好きなものについての記事を読むこ
とが中心だったが、熱海の土砂災害に関心をも
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「YOMOっと静岡」などの記事を読み、気になっ
たものの感想を書くことを通して、アウトプッ
トする時間も取るようにした。新聞記事を切り
取り、スクラップしたものは資料 6のように小
学部の教室のNIE コーナーに掲示し、誰でも
見られるようになっている。また、朝日小学生
新聞デジタル	for	school	も同様に朝の時間に活
用する場面が多かった。どちらも自分が興味を
もった記事を中心に活動を行っていたが、デジ
タル端末を使った活動では、興味をもった記事
からさらに関連した記事へと飛ぶことで興味の
幅を広げ、様々な社会的事象にかかわるきっか
け作りになったと感じる。

（資料６）小学部の NIE コーナー

　②授業での新聞の活用
　　実践例
　　　「複数教科にまたがった新聞の学習」

（小学 5年国語科・社会科）
	 　国語科の「新聞を読もう」の単元で学習した
ことを生かして、社会科見学の内容を新聞にま
とめる活動を行った。国語科の授業では、新聞
の構成について学んでおり、「見出し」や「リー
ド文」、新聞の構成の工夫について学習した。
社会科での新聞の制作の場面では、その学習内
容を生かし、「何を書くのか」より先に「どの
ように書くのか」を考えるところから始めた。
その中で児童の口から「写真があった方が良い」
や「この量ならリード文はいらないのではない
か」といった言葉が生まれた。また、社会科の
中で学習した情報を発信するテレビ局や新聞社
が心がけている「分かりやすく、正確に」を意
識し、書きたい内容と構成を考えることで資料
7のような下書きを作った。見出しの位置や写

　　実践例Ⅱ
　　　「企業の社会的責任と実際の取り組み」

（中学 3年社会科）
	 　この実践ではコロナ禍で工場見学ができない
状況での企業側の取り組みについて考えた。
	 　資料５の新聞記事の前半部分を参考に、コロ
ナ禍での企業側の取り組みを学習した。

（資料５）令和 3 年 12 月 7 日　静岡新聞記事

	 　企業が商品であるプラモデルを一人１個配布
し、授業をリモートで行っていると言うことを
知り、そのことによる企業側の利益を考えた。
そのうえで出た答えが「宣伝効果」であった。
そこで、改めて同じ新聞記事の後半部分を読ん
でいくと「SDGｓの普及」や「投資家の期待」、
「企業の社会的責任」といった語句が出てきた。
そういった活動を通して、現代社会において企
業側の利益追求だけではない社会貢献への活動
について理解することにつながった。
	 　これら 2つの実践では、『新聞が毎日発行さ
れていて、最新の情報が掲載されている』とい
う特徴を有効活用できた事例と考える。今起き
ていることと自分たちとのかかわりを考えると
きに新聞を使うことの有用性を確認できた。

（３）小学部での実践
　①新聞に親しむための取り組み
	 　小学部では、新聞のほとんどが中学部に置か
れていたため、「YOMOっと静岡」や「朝日小
学生新聞デジタル	for	school	」を活用した。特
に新聞への親しみが少ない小学生は、クイズ
コーナーやマンガなどを導入とすることで親し
みをもち、新聞とかかわれるようになった。中
学部と同じように、朝の活動の時間に
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なってしまい、ただ座っているだけになってし
まっていた生徒も、次第に余った時間に別の記
事を読むようになっていくといった変化が見ら
れた。その結果、実践例でもあげたような興味
の幅の広がりや感想を自分に置き換え、自分の
視点で社会とかかわろうとするきっかけにつな
がったと感じる。

（２）課　題
	 　２年間の活動を通して大きな課題として感じ
ていることは、新聞に親しむことができるよう
になったものの、決められた時間以外に新聞を
読む姿がほとんど見られなかったことである。
新聞は読むことができるものにはなっている
が、読みたいものにはならなかったと感じる。
「新聞を読む」という行為は自主的に行うもの
にまでなっていないのが本校の現状である。ま
た、複数の新聞社の新聞が届くという貴重な経
験を充分に生かすことができなかったことも課
題だと考える。中学部での実践例Ⅰのように、
複数の新聞社を見比べる活動を何度か行い、同
じ出来事であっても捉え方や書き方に違いが出
ることに気づくことはできてきた。しかし、興
味をもった出来事を扱う記事を見比べようとい
う活動にはならなかった。自主的な活動を促す
ような取り組みをもっと考え、提案していく必
要があったと考える。
	 　2 年間のＮＩＥの実践を通して、子どもたち
のなかに「新聞を読み、社会のことを知る」こ
と以外に「活字とかかわる力」と「思いや考え
を書く力」がついてきたと感じる。今後は子ど
もたちの興味関心の幅を増やしながら、今つい
てきた力を伸ばしていけるように、様々な人や
もの、ことにかかわりをもたせ、思いを伝えら
れるような活動につなげていきたい。

真の位置を実際の新聞と見比べることで見やす
さや分かりやすさについて考えることにつな
がった。

（資料７）児童の書いた新聞の下書きと清書

	 　さらに、記事を書くときに児童から「クイズ
コーナーを作りたい」という声が挙がった。そ
のコーナーには、「YOMOっと静岡」にあった
クイズの答えは記事を読めばわかるような工夫
を取り入れた。わかりやすいものや興味をもち
やすいものを作る工夫をすることで低学年にも
読んでもらいやすくなると考えたようであっ
た。小学部の実践①で紹介したように、自分自
身が新聞にかかわるきっかけとなった経験を生
かし、自分が作る新聞に取り入れることができ
た。ここまでの小学部での実践の集大成となる
ような活動になったと考える。

４．成果と課題

（１）成　果
	 　全体的な成果として、大きかったのは新聞や
活字への親しみが増えたことがあげられる。小
学部、中学部どちらでも行った朝の時間に新聞
を読む活動では、定期的に新聞と触れ合うこと
ができた。冒頭でも書いたように新聞の購読率
が低い本校の児童・生徒にとっては貴重な時間
になったと言える。特に中学部ではＮＩＥの時
間に一人１部ずつ新聞を手に取り、読むことが
できたことが大きかったと感じる。一人１部ず
つ新聞を手に取ることができたのは本校のよう
な小規模校ならではの新聞とのかかわり方だっ
たのではないかと思う。取り組みを始めた頃は、
感想を書いた後に時間が余ると手持ち無沙汰に

新聞とのかかわりを通したＮＩＥへの取り組み

クイズコーナー
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年生が昼休み等に、気軽な雰囲気で談笑しなが
ら新聞を開く姿も見られた。

資料１　ＮＩＥコーナー

（２）桜が丘中新聞コーナーの設置
	 　本校教頭から「自分たちのことが記事になれ
ばみんな読むよ。」と助言をもらった。そして、
本校の教育活動の中で特徴的なものについて
は積極的に報道提供をしたため、２０２０年度か
ら２０回程度新聞に生徒の活動が取り上げられ
た。取り上げられた記事は１階職員玄関付近に
桜が丘中新聞コーナー（資料２）を作り掲示し
たり、教室掲示にしたりした。すると生徒たち
は自分事としてとらえ、大変関心をもって記事
を読んでくれた。

資料２　桜が丘中新聞コーナー

（３）「新聞から学ぼう」（読解力向上学習）の実施
	 　生徒に新聞記事を読ませ、同時に読解力を向

はじめに

　掛川市立桜が丘中学校は掛川市の西北に位置
し、校区には静岡県総合教育センター「あすなろ」
がある。２０２１年度の全校生徒は４２３人の活発な
部活動が自慢の学校である。校舎の前庭には「夢
の庭」と呼ばれる花壇があり、四季折々の花が咲
き誇っている。現在は掛川市学園化構想のもと、
保幼小中が連携し、地域と一体となった教育を推
進している。

研究の背景

　２０１９年１２月に、経済協力開発機構（OECD）
が２０１８年に行った PISA（学習到達度調査）で、
日本の読解力の平均点と順位が顕著に低下してお
り、加盟国中１１位に沈んだとの報道がなされた。
当時本校においても、定期テストにおいて、問題
文で問われていることが理解できない生徒が一定
数以上いるなど、読解力の不足は、国語のみなら
ず全教科における喫緊の課題と考えられていた。
また、２０２０年度は新型コロナウイルス感染症の
影響で、社会全体が行動制限を強いられた。その
中で中学生も家で過ごす機会が増え、スマート
フォンやタブレット端末から情報を得る機会が増
えた。そうした状況の中で、情報を取捨選択し、
正しく受け取る力を育成する必要性を感じていた。

指定1年目の取り組み

「情報を正しく読み、選択する能力の育成」
（１）ＮＩＥコーナーの設置
	 　各学年の廊下に複数人が集まって新聞を閲
覧するコーナー（資料１）を設置した。１１月か
らは７社の新聞が提供されたため各階のＮＩＥ
コーナーに２社以上の新聞を設置。新聞による
論調の違いなどを読み比べられるようにした。
３年生のフロアにはベンチも設置したので、３

生徒と社会を繋げ、
　　学校目標「大志・共生・挑戦」の
　　　　　　　　達成を目指すＮＩＥ教育

掛川市立桜が丘中学校　　石神　克海
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（４）授業における新聞の活用
	 　１年目は研究の主眼を「生徒が新聞になれ
る」ことに置くことにした一方で、２年目の研
究においては授業に軸足を移すことが決まって
いたため、その準備として教科によっては少し
ずつ授業に新聞を取り入れることを始めた。ま
た、２０２０年度、コロナによる一斉休校から明
けた５月２７日に行った全校道徳では「コロナ
差別をなくそう」をテーマに全学級担任がコ
ロナ差別を扱った新聞記事を用いて授業（資料
４）を行った。

資料４　コロナ差別をなくそう　道徳科指導案

指定２年目の取り組み

　　生徒と社会を繋げ、
　　　　学校目標「大志・共生・挑戦」の
　　　　　　　　　達成を目指すＮＩＥ教育　
　私たちは過去のＮＩＥ指定校の実践記録に目を
通す中で、これまでの実践が、国語・社会・道徳・
総合的な学習の時間といった特定の教科に偏って
いたことに気づいた。しかし、本当の意味でＮＩＥ
教育を浸透させ、生徒と社会を繋ぐものにするた
めには、特定の教科のみの実践では不十分だと考
え、本校では全教科において新聞を使った授業実
践を行い、１０月の発表では、なるべく多くの教

上させることを目的として、毎週木曜日の朝活
動の時間に「新聞から学ぼう」（読解力向上学
習）の時間を設け、ワークシート（資料３）を
実施した。このワークシートはできる限り、前
の週の新鮮な新聞記事を使って作成した。新聞
記事は大人向けの文章で書かれているため、中
学生にとって内容を正しく読み取るのは容易で
はなかった。そこで正しく新聞記事の内容を読
み取らせるためのガイドとして、問題を設け、
読み取りの助けとした。設問は重要キーワード
を抜き出させたり、筆者の主張として正しいも
のを選択肢から選ばせるといったごく簡単なも
のにした。しかし、開始当初はその設問にも正
しく解答できない生徒が数多くおり、本校生徒
の読解力の低さを感じた。ところが、年度末に
はほとんどの生徒が設問に正しく解答できるよ
うになり、新聞のような混成型テキストを繰り
返し読むことで読解力の伸長が図られるという
本校の立てた仮説が正しかったことが証明された。
	 　その成果は現３年生が行った全国学力・学習
状況調査の結果にも表れていた。全国学力・
学習状況調査の国語においては「読むことに
関する問題」が４問出題され、全国の正答率
が 48.5％、県の正答率が４９.３％だったのに対し
て、本校の正答率は５３.８％と、全国を５ポイン
ト、県を４ポイント上回るものであった。これ
は現３年生が２年次に読解力向上学習を継続し
てきた成果が顕著に顕れたものと考えている。

　
資料３　新聞から学ぼうワークシート

生徒と社会を繋げ、学校目標「大志・共生・挑戦」の達成を目指すＮＩＥ教育
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生徒と社会を繋げ、学校目標「大志・共生・挑戦」の達成を目指すＮＩＥ教育

科の授業を公開することを確認した。また、ここ
ではＮＩＥを用いた授業づくりについて、必ずし
も授業で新聞そのものを用いる必要のないこと、
教師が新聞から得た情報や価値観を授業の中に落
とし込めれば、それでもよいことも共通理解した。
　５月には理科教諭の私が提案授業を行いＮＩＥ
授業のひとつのモデルを示した。私の授業では花
粉を通して虫媒花と風媒花を学ぶ授業を行い、そ
の導入で新聞記事を活用した。しかし、生徒の興
味を引くという点では有効だったものの、新聞を
活用することによって授業そのものが深まること
はなかった。
　そして、６月１６日静西教育事務所指導訪問。
ここでは音楽、数学の中心授業をはじめ、全職員
の授業を公開し、すべての授業で新聞を活用した
ＮＩＥ授業をするよう要請した。
　しかし、この公開によって新聞を活用する上で
の二つの問題点が明らかになった。一点目は公開
されたほぼすべての授業で、新聞が導入場面に用
いられたことである。二点目は新聞を活用する目
的で単元の終わりのトピック的な教材を使って、
差し込みの授業を行った職員が何人かいたこと
だった。
　一つ目の新聞の導入場面での活用が多かったこ
とについては、導入で新聞記事を用いること自
体、生徒の関心を高めるために有益なのでよい
が、生徒の情報活用能力を育て、「生きる力」を
身に付けさせるツールとして新聞を生かすには、
授業の追究場面、問題解決場面で効果的に活用で
きないかと考えた。また、二点目については新聞
を使わなければならないから使いやすい教材を選
ぶという発想は、新聞を使うことそのものが目的
となってしまっており、ＮＩＥ本来のねらいから
はずれたものであると考えた。本校ではこの二つ
の問題点について研修推進委員会を開き、議論を
重ねた。そして、軌道修正を図るとともに、６月
に全職員で二つのことを共通理解した。
①授業の中の追究場面・問題解決場面で積極的に
新聞を活用し、情報活用能力の伸長を図ろう。
②単元の中のどこで新聞を活用するのが有効か考
えて単元を構想し、単元のいずれかの場面で、
新聞を用いて課題解決にあたる授業を設定しよ
う。
　私たちはこの２点を意識して実践することがで
きなければ授業の中に新聞のある風景が自然にな

らないと考え、実践を積み重ねた。
　１０月２７日ＮＩＥ公開授業。特定の教科を絞ら
ず、８教科を公開した（各教科の実践は次頁を参
照）。参観していただいた方々から「新聞を用い
ることで実際の社会で起きたことをリアルに感
じ、生徒にとって学習問題がより切実感のある思
考や議論につながったのではないかと感じまし
た。」や「普段から新聞の記事に目を通すことで、
教科の学びを生活につなげることができると思い
ました。生徒だけでなく、教師も新聞に目を通す
ことが大切であると思いました。」というお褒め
の言葉をいただいた。しかし、感想の中から「導
入場面で使うことが多くなると思います。授業内
で活用するというのは難しいと思いました。」と
いう言葉もいただいた。

終わりに

　２年目の取り組み「全教科でのＮＩＥ授業」を
通して、職員全体で教材研究を進めながら学習指
導案を完成させることができた。これまでの小規
模な活用ではなく、単元全体を見通した中での効
果的な新聞活用がなされた授業、新聞を用いて
じっくりと追究する生徒の姿が見られた。新聞を
用いた授業の可能性を広げることができたと考え
る。
　一方で、「全教科でのＮＩＥ授業」に挑戦した中
で、各教科の特色と新聞記事の活用方法の相性に
関して課題を感じた。じっくりと時間をかけて教
材研究を進めてきたが、教科によっては本当にそ
の活用方法が適切であったのかという疑問が残っ
た。例えば、国語でうまくいった方法が、音楽で
うまくいくとは限らない。音楽など、実践例が少
ない教科に関しては、適切な方法が見つかってい
ない。それぞれの教科に、どのような活用方法が
合うのかについては、今後深く研究を進めていく
必要があると感じた。



− 22 −

公開授業指導案

生徒と社会を繋げ、学校目標「大志・共生・挑戦」の達成を目指すＮＩＥ教育
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た声の大きさを調整することが難しいこと、相
手の状況を捉えられず一方的に話をしてしまっ
たり話をしている人の前を横切ったりすること
などがある。障害特性上、生活経験が少なく自
ら気付き行動を調整することが難しい。一方で
非常に素直で真面目な生徒が多く、目的や方法
が理解できた事柄については、素直に行動でき
たり、根気よく続けたりすることができる。ま
た一度覚えたことは良くも悪くも決まったやり
方を替えずに反復することができる。
	 　知的障害を有する児童生徒に対しては実際的
な生活経験が不足しているがゆえに、抽象的な
学習よりも実際的・具体的な指導内容が求めら
れ、教科横断的な指導により、授業内容は焦点
化・視覚化し、個々の実態に応じた個別支援を
行っている。

１. 学校としての取り組み

（１）実践の目的
	 　本校の児童生徒は、情報を収集する方法も限
られ、社会で起きた想像しにくい事柄について
興味関心が低い。また、得た情報を収集・活
用する力も乏しいことから、『新聞に対する興
味関心をもち、情報収集や活用する力を身に付
け、主体的に情報を取捨選択し、互いに学び合
う学習や生活に生かすことができる』をテーマ
に実践を行った。

（２）学校全体としての取り組み内容
	 　本校の環境や生徒の実態を踏まえて、主に高
等部の特定グループの生徒をターゲットとして
授業実践を行った。
	 　１年目は、高等部内で新聞のある環境の中で
様々な場面で新聞を取り上げ、新聞に親しむこ
とを目標に取り組んだ。２年目には、情報収集
や活用を目指した授業実践に取り組んだ。全学
部教員を対象とした公開授業を行い、各学部生

はじめに

（１）学校概要（知的障害特別支援学校）
	 　静岡県立清水特別支援学校は、知的障害特別
支援学校である。全校生徒数は、252 名（小学
部 95 名、中学部 50 名、高等部 107 名　Ｒ４. １
/ ７現在）であり、12 年間のつながりをもって
学んでいる。『ともにあゆみ、ともにかがやく』
～児童生徒一人一人が夢を持って可能性を伸ば
し、地域で自分らしく生きることをみんなで支
援する～という教育目標のもと、社会的自立を
目指している。

（２）本校の児童・生徒の実態について
	 　本校の児童・生徒は、知的障害を有している。
論理的思考、問題解決、計画、抽象的思考、判
断、学校や経験での学習のように全般的な精神
機能の支障がある。また、自閉症やＡＤＨＤな
ど児童生徒個々に様々な障害を有し、そのよう
な集団で学習を行っている。児童生徒の障害特
性に関わる学習上・生活上の困難（つまづき）
の例として、複雑な事柄や文章・会話の理解、
日常生活上の計算、自分の置かれている状況や
抽象的な表現の理解、未経験の出来事や急な状
況の変化への対応が難しいなどが挙げられる。
本校児童生徒のあらわれとして、全体指示が自
分事として捉えにくく個別指示が必要となるこ
とや「こういう」を「こおゆう」といった音声
で認識し表記が誤っていること、その場に合っ

NIE による主体的・対話的な学び
〜新聞を知ろう　新聞を楽しもう〜

静岡県立清水特別支援学校　　松原　悠馬
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を貼ったりした。

・新聞づくり
	 　好きな内容の記事を選択し、５Ｗ１Ｈで情報
を整理し、新聞を作成する活動に取り組んだ。
・４コマ漫画を使用した場面の読み取り
	 　アンケート調査より、文字のみでは苦手意識
が高いため、生徒が興味をもって取り組める活
動として４コマ漫画の場面を読み取り文章化す
る課題に取り組んだ。内容の読み取りや助詞の
使い方、正しい漢字の表記など取り組む中で生
徒それぞれの課題が明確になり、生徒も教師も
課題を意識して取り組むことができた。

・ＨＲでの今日のニュース発表
	 　朝のＨＲ等で日直当番がその日にあった
ニュースを紹介した。それぞれの興味関心で紹
介をするため、自分が気にならなかったニュー
スを知ることができたり、テレビで知った
ニュースに関する新聞記事を読んでみたりする

徒を対象とした時にどのような取り組みが考え
られるか、今後実践してみたいことを考える機
会を設け、アンケート調査を行った。

２. 実践事例

（１）高等部生徒アンケート調査（Ｒ１年度）
	 　新聞に関する実態把握のためにアンケート調
査を実施した。（全 94 名中 54 名回答）
　１.家で新聞を購読していますか
　　　ある 25 名	/	ない 28 名	/	未記入１
　２.（１）新聞を読んだことがありますか
　　　ある　40 名	/	ない　14 名
　　　（２）（１）であると答えた人に聞きます
　　　学校の新聞をどれくらい見ますか
　　　毎日　４％	/	週に２～３回　21%
　　　週に 1回　30%	/	見ない　45％
　３.新聞が好きですか
　　　好き 14％	/	興味がある 38％	/	嫌い 48％
　４.どんな記事に興味がありますか（複数回答可）
　　　社会問題 17　経済 3　国際問題 5
　　　スポーツ 15　番組 25　4 コマ漫画 9
　　　地域のニュース 17	　読者の投稿記事 0	
　　　コラムや社説 2	　芸能 11	　写真 1
　５.情報を収集するために使っているものは何
ですか（複数回答可）
　　　新聞 10　インターネット 33　テレビ 41
　　　ラジオ 5　家族や友達 13
	 　また、「文章だけだと読もうと思えない」「記
事を読んでも内容が分からない」「漢字が読め
ない」など、新聞を読もうという興味関心が湧
かない、新聞を読んでも分からないという感想
が多く聞かれた。

（２）実践事例
＜１年目＞
・新聞置き場所と整理の方法
	 　高等部廊下に新聞コーナーを常設し、いつで
も手に取ることができる環境を作った。２か所
に各新聞を配置し、様々な新聞に触れられるよ
うにした。限られたスペースの中で多くの新
聞を見ることができるよう、過去１週間の新聞
をまとめてファイル形式で綴じて置くようにし
た。また、休み時間等にゆっくり新聞を読むこ
ともできるよう、新聞コーナー近くに椅子を配
置したり、教員のおすすめ記事を紹介する付箋
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・ＳＤＧｓの学習（ニュースと身近な生活をつな
　げる）
	 　ニュースと自分の生活が関わっていること、
自分はどのように行動するのかを考える学習に
取り組んだ。ＳＤＧｓを取り上げ、①ＳＤＧｓ
を知る、②ＳＤＧｓに関わる出来事を新聞記事
から探す、③探した記事の内容を整理し、カテ
ゴライズする、④まとめたことから自分にでき
ることを考えるという流れで学習した。分から
ないことは自分で調べたり、仲間と相談したり
することで、記事を要約することができたり、
はじめに気付かなかった関連する目標に気付く
ことができた。また、仲間と相談することで、
「エネルギー問題が温暖化を引き起こし、気候
変動につながる」と一つひとつの問題を関連付
けることができた（図１）。そこで世の中の出
来事を自分に置き換え、自分にできることはな
んだろうと考え、啓発ポスター（図２）にまと
めることができた。難しい課題であるため苦戦
する生徒は多かったものの、仲間と相談すれば
解決できるといった経験をすることができた。

図 1

図 2

（３）校内授業公開
	 　全学部を対象に校内で授業公開を行い、以下
の３つの視点で参観してもらい、今後の新聞活
用が充実したものとなるよう、新聞活用の有効
性や今後どのような学習で取り扱うことができ

姿が見られた。
・ＨＲでの記事紹介（教員）
	 　投稿記事から同世代が感じていることについ
て紹介をした。様々な人の気持ちを知ることが
できたり、それを基に生徒の気持ちを聞くこと
ができたりした。継続していくことで生徒の話
を聞く姿勢が自然と身に付くなどの様子も見ら
れた。
・ディベート
	 　生活に関する題材（新型コロナウイルスや修
学旅行など）を活用し、根拠をもって相手に伝
えることを目的としてディベートに取り組ん
だ。社会情勢を踏まえて、修学旅行の行き先は
県内か県外（沖縄）かを考えた。県内と沖縄の
状況や経済についてなど考えるためのキーワー
ドを提示し、新聞記事だけでなくインターネッ
トを活用し情報を収集した。身近な話題を取り
上げたことで、課題に関心を持ち、主体的に
学習に臨むことができた。そのため、『どのよ
うな情報があれば相手は納得するだろう』『相
手はどう反論してくるだろう』『どのような情
報が必要だろう』『相手の反論に何と返そう』
といった生徒の思考により自然と対話が生まれ
た。

＜２年目＞
・スクラップブック作り
	 　情報の収集、活
用を目指し新聞づ
くりの発展とし
て、スクラップブッ
ク作りに取り組ん
だ。それぞれが新
聞記事から好きなテーマを決めて、スクラップ
ブックに切り抜いた記事を貼ったり、内容を短
い文章にまとめて書いたり見やすいように色付
けしたりしてまとめた。新聞づくりとは異な
り、１つの記事を要約するのではなく、複数の
記事を時系列で並べたり、つながりを見付けて
感想を書いたりすることができる生徒もいた。

ＮＩＥによる主体的・対話的な学び
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（写真が必要、字がきれいだ、インタビュー
しているなど）、作成することができそう。

　・新聞社への社会科見学

＜高等部＞
　・ＨＲで 1面記事を取り上げる。
　・天気予報欄から予定黒板に記入する、ＨＲで
アナウンスする、気温等のグラフの学習に活
用する

　・「大自在」や「紙弾」、「声」などの書き写し、要
約等

　・新聞社作成のワークシート活用
　・学年（学級）新聞の作成、掲示
　これらの肯定的な意見や様々な活用方法のアイ
デアをもらうことができた。

３. 実践前後の変化、今後の課題

①どのように変わったか
	 　初めは、新聞が苦手・読みにくいと言い授業
で新聞が出てくると苦手な顔をし、読む姿勢に
ならない生徒が多かったが、繰り返し学習で活
用したことで抵抗感が低下した。授業で新聞を
提示すると課題に沿った記事を自ら探したり、
関連する記事や他で知ったニュースの話をした
りするようになった。インターネットで自分
の興味関心のあることを調べるのとは異なり、
様々な社会の出来事に触れることの楽しさを伝
えることができた。また記事の内容が読み取れ
ない生徒も写真から内容を想像したり、分から
ないことを自分で調べたりする姿も見られた。
　思い込みで話をしてしまうことや自分の気持ち
を譲ることができない生徒も根拠をもって意見
を伝えることを意識すると、主観的な意見では
なく「記事に〇〇と書いてある」や「〇〇とは
限らない」など少しずつ俯瞰的に物事を見るこ
ともできるようになってきた。難しい漢字や言
葉が多いことから記事を理解することが難しい
生徒もいたが、分からないことは自ら聞いたり
調べたりする姿勢が見られるようになったこと
が一番の成長だと感じる。中学校から進学して
きた生徒の中には、それまでの成育歴で様々な
困難があったと想像できるが、自ら聞く・自ら
調べるといった主体性を発揮できる力は、これ
までになかった姿である。ＮＩＥ教育を含めた

るかについてアンケート調査を行った。
　・新聞記事の活用は有効だったか
　・より良い活用方法や有効な支援について
　・各学部で取り組むことができそうな新聞の活
用方法について

アンケート集計結果（一部抜粋）
Ｑ：新聞の活用は有効だったか
Ａ：記事を見つけたり、友達と話し合うように
なったりする姿は新聞に親しみ続けた結果だ
と思う。

　・記事の理解が難しい生徒に理解できている生
徒が説明するなど、コミュニケーションが取
れている。

　・その人なりの新聞との出会いや付き合い方を
知り、これから活用するきっかけになったの
ではないか。

　・分からないことや気になったことを自分から
調べようとする姿が見られた。

Ｑ：より良い活用方法や有効な支援
Ａ：（今回はＳＤＧｓ 17 目標を扱ったが）取り扱
う内容や記事を精選したことにより生徒の思
考が深まる授業だった。

　・より身近な問題を取り扱う。
　・難しい記事についてはこども新聞等、もう少
し簡単に説明されたものを一緒に合わせて読
むと読み取りがスムーズになる。

Ｑ：各学部で取り組むことができそうな活用方法
について

＜小学部＞
　・好きな写真を貼ってスクラップする
　・高学年では、４コマ漫画など記事以外のとこ
ろから触れて新聞を知ることから。

　・まず写真から。動物園や季節の移ろいなど身
近な記事を貼り出す。

＜中学部＞
　・中学部では、新聞記事から情報を読み取るこ
とができる生徒が限られるため、活用するな
ら写真。

　・好きなスポーツの試合結果を集める。
　・『中学部新聞を作ろう（生活単元学習）』とい
う授業を考えると新聞の特徴を見て、気付き

ＮＩＥによる主体的・対話的な学び
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ＮＩＥによる主体的・対話的な学び

教育活動全般で培うことができたと感じる

②知的障害特別支援学校でのＮＩＥについて
	 　先述のとおり、知的障害をもつ生徒が新聞に
触れ、社会の出来事に関心を持つことができた
ことや、新聞から情報を提示することで説得力
のある情報提示ができるなどの新聞活用の有効
性を感じることができた。学習後の生徒の感想
で新聞を活用してよかったことは「世界の様々
なことを知ることができる。」といったことが
挙げられた。その一方で「文章を読み取るのが
大変でした。」「記事の意味が分からなかった。」
といった読み取りの困難さを感じる生徒が多
かった。
	 　今回のターゲットグループの生徒の学習段階
は、概ね小学校３・４年生程度であるため、小
中学生新聞が読みやすいと考えられる。ただし
生活年齢は 18 歳であることを考えると、一般
紙の情報を提示したい。このギャップに学習の
取り組みにくさを感じた。それぞれの良さを取
り入れたユニバーサル新聞があることでより知
ることの楽しさを感じながら学習できると考え
る。
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２０００ 年度	 熱海高、磐田・城山中、静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、
浜松・東小、三島・佐野小、掛川・桜木小

２００１ 年度	 静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、浜松・東小、三島・佐野小、
掛川・桜木小、長泉高、小山・北郷中、浅羽中

２００２ 年度	 長泉高、小山・北郷中、浅羽中、静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、
焼津中、湖西中、静岡・富士見小、熱海・初島小、浜北・大平小

２００３ 年度	 静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、焼津中、湖西中、静岡・富士見小、
熱海・初島小、浜北・大平小、天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中

２００４ 年度	 天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中、沼津城北高、静岡サレジオ高、城
南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、富士宮・大富士小、大井川東小、
掛川・日坂小

２００５ 年度	 沼津城北高、静岡サレジオ高、城南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、
富士宮・大富士小、大井川東小、掛川・日坂小、湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・
芳川北小	

２００６ 年度	 湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・芳川北小、清水西高、日大三島高・中、東海大
付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・高、静岡・長田北小、浜松・竜
禅寺小、牧之原小

２００７ 年度	 清水西高、日大三島高・中、東海大付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・
高、静岡・長田北小、浜松・竜禅寺小、牧之原小、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、
静岡・安東小、浜松・豊岡小、御前崎・一小

２００８ 年度	 東海大付属翔洋高、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、静岡・安東小、浜松・豊岡小、
御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜岡中、静大付属
静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小

２００９ 年度	 浜松・豊岡小、御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜
岡中、静大付属静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小、川根高、
浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・高、静岡・大里西小

２０１０ 年度	 御前崎・浜岡中、静大付属静岡中、川根高、浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・
高、静岡・大里西小、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、静岡・東源
台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小

２０１１ 年度	 浜松江之島高、浜松学芸中・高、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、
静岡・東源台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小、島田高、島田樟誠高、静岡・清水五中、
浜松・北部中、御殿場・南中、磐田・神明中

２０１２ 年度	 常葉学園中・高、島田・金谷中、磐田・神明中、静岡・東源台小、浜松・有玉小、島田高、
島田樟誠高、静岡・清水五中、浜松・北部中、御殿場・南中、富士宮東高、掛川工業高、
浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、沼津・原小、静岡サレ
ジオ小
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２０１３ 年度	 富士宮東高、掛川工業高、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、
沼津・原小、静岡サレジオ小、金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、
裾野・深良中、島田高、常葉学園中・高、島田・金谷中、静岡・東源台小、浜松・有玉小

２０１４ 年度	 金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中、裾野高、駿河
総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水三保第一小、
浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・
安西小、浜松・有玉小

２０１５ 年度	 裾野高、駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水
三保第一小、浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、東海大付属小、金谷高、
静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中

２０１６ 年度	 駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、富士・田子浦小、東
海大静岡翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小

２０１７ 年度	 東海大付属翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小、遠江総合高、静岡・観山中、本川根中、富士宮・西
富士中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校

２０１８ 年度	 三島南高、静岡聖光学院中・高、富士宮・上井出小、静岡・井宮小、遠江総合高、富士宮・
西富士中、静岡・観山中、本川根中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、
菊川西中、西伊豆・田子小、静岡・清水飯田小

2019 年度	 富士宮・西富士中、本川根中、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、菊川西中、西伊豆・
田子小、静岡・清水飯田小、浜松西高、常葉大附属橘高、小山中、伊豆の国・韮山南小、
吉田・自彊小、湖西・白須賀小、浜松・城北小

2020 年度	 西伊豆・田子小、伊豆の国・韮山南小、静岡・清水飯田小、吉田・自彊小、浜松・城北小、
湖西・白須賀小、三島・南中、小山中、静岡・大河内小中、掛川・桜が丘中、清水西高、
常葉大学附属橘高、浜松西高、清水特別支援学校

2021 年度	 浜松・城北小、小山中、三島・南中、静岡・大河内小中、掛川・桜が丘中、清水特別支
援学校、河津・南小、静岡・中島小、牧之原・萩間小、浜松・上島小、静岡大成中・高、
浜松学芸中・高、御殿場南高、藤枝東高
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